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発生から 3年ほど経つ新型コロナ
ウイルスですが，令和 5年 5月 8日
から感染症法上の分類が 2類相当か
ら 5類に移行される見込みです。こ
れに伴い，これまでの行動制限もな
くなり，徐々に 3年前の懐かしい日
常に戻っていくのかと思われます。
これ自体は喜ばしく感じているので
すが，では，かつての日常に完全に
戻るのかといえば，この3年間で人々
の生活様式は大きく変化して，元通
りには戻らないと予想されます。
仕事の上では，一部の業種の方の
ことだと思っていた在宅勤務や
web 会議が新型コロナウイルス以
降では当たり前の世の中となり，建
設工事分野では建設DXの加速によ
り遠隔臨場も推進されています。人
の動きを極力減らして仕事を効率化
するというこの動向は「働き方改革」
や「ワークライフバランス」といっ
た観点からも歓迎されるべきことで
すが，鉄道などの公共交通機関の経
営という観点では，交通需要の減少
につながり，従来からの人口減少と
相まって，経営を圧迫する要素のひ
とつとなっています。新たな需要の
発掘や，業務の効率化が課題となっ
ています。
我が国の鉄道を取り巻く社会環境

として，人口減少や少子高齢化の予

測，ユニバーサルデザインの普及，
地球環境問題，海外事業への展開な
ど，大きな変化が生じつつあるなか，
感染症対策を契機にリモートワークや
遠隔授業などが急速に普及するなど，
インフラとしての鉄道のあり方にも大
きな転換期が訪れようとしています。
一方，公共交通機関としての鉄道
への期待は依然として高く，整備新
幹線や都市鉄道の整備が着々と進ん
でいますが，老朽化する既存施設の
保全も大きな課題となっています。
本号では，最新の鉄道建設技術，
保線技術等について土木，軌道，架
線，保守用車両，画像解析，路線計
画といった多岐に亘る分野からの寄
稿を頂きました。
巻頭言では，富山大学　金山洋一
教授に「鉄道に求められる変革とパ
ラダイムシフト」と題して寄稿頂き
ました。少子高齢化，労働力の減少，
地方都市における都市のスポンジ
化，アフターコロナに残る行動変容，
富山市における鉄道モビリティ向上
の影響，海外での鉄道モビリティ向
上の取り組み，都市経営としての収
支の観点について論じて頂き，日本
の都市と鉄道の将来のための 5つの
パラダイムシフトを提言頂きました。
入稿や編集作業の時期が，多忙な
年度末であるにも関わらず，対応頂
きました執筆者をはじめ関係された
方々に，厚く御礼申し上げます。
� （平田・細田）

4 月号「都市環境の向上，都市基盤整備特集」予告
・道路空間の利活用を推進するためのガイドラインの策定　・「道の駅」第 3ステージ　・竹芝
地区における都市基盤・環境整備とエリアマネジメントを中心とした生きた景観づくりの取組み 
・西九州新幹線の駅舎及び周辺整備　・北陸新幹線高架橋橋脚工事における生産性向上　・横環
南戸塚 IC改良（その 1）工事　・福島県浪江町における「なみえスマートモビリティ」による地
域活性化への取り組み　・環状七号線地下広域調節池シールド工事　・シールド機を用いた地中
接合工事の現場報告　・白川「緑の区間」における水辺の賑わいを創出するための地域活動　 
・川崎カーボンニュートラルコンビナート構想　・日本一超高層現場におけるDXチャレンジ　 
・ウェルビーイングとカーボンニュートラルの実現に向けて　・AI モデルを用いた地中埋設探査
システムの開発
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